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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近隣セルから受信した報知情報に基づいて前記近隣セルの設定状態を含むセル情報を通
信ネットワークに報告する移動機であって、
　前記通信ネットワークへの報告対象となる近隣セルの種別に基づいて、前記通信ネット
ワークに報告する近隣セルを決定し、
　決定した前記近隣セルから受信した報知情報に基づいて、前記セル情報を前記通信ネッ
トワークに報告する移動機。
【請求項２】
　前記移動機は、前記近隣セルの種別と、報告対象となる近隣セルに対応付けられる報告
優先度とに基づいて通信ネットワークに報告する近隣セルを決定する請求項１に記載の移
動機。
【請求項３】
　前記移動機は、前記報告優先度が所定の優先度以上に規定されている近隣セルのみにつ
いて、前記セル情報を前記通信ネットワークに報告する請求項２に記載の移動機。
【請求項４】
　移動機から報告された前記移動機の近隣セルの設定状態を含むセル情報を取得し、取得
した前記セル情報に基づいて近隣セル情報テーブルを生成または更新する通信ネットワー
クにおいて用いられるネットワーク装置であって、
　前記移動機からの報告対象となる近隣セルの種別を前記移動機に向けて送信するネット
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ワーク装置。
【請求項５】
　前記ネットワーク装置は、前記近隣セルの種別と、報告対象となる近隣セルに対応付け
られる報告優先度とを前記移動機に向けて送信する請求項４に記載のネットワーク装置。
【請求項６】
　近隣セルから受信した報知情報に基づいて前記近隣セルの設定状態を含むセル情報を通
信ネットワークに報告する移動機と、
　前記移動機から取得したセル情報に基づいて近隣セル情報テーブルを生成または更新す
る通信ネットワークにおいて用いられるネットワーク装置と
を含む無線通信システムであって、
　前記ネットワーク装置は、前記通信ネットワークへの報告対象となる近隣セルの種別を
前記移動機に向けて送信し、
　前記移動機は、
　前記近隣セルの種別に基づいて、前記通信ネットワークに報告する近隣セルを決定し、
　決定した前記近隣セルから受信した報知情報に基づいて、前記セル情報を前記通信ネッ
トワークに報告する無線通信システム。
【請求項７】
　移動機の近隣セルから受信した報知情報に基づいて前記近隣セルの設定状態を含むセル
情報を通信ネットワークに報告するセル情報報告方法であって、
　前記移動機が、前記通信ネットワークへの報告対象となる近隣セルの種別に基づいて、
前記通信ネットワークに報告する近隣セルを決定するステップと、
　前記移動機が、決定した前記近隣セルから受信した報知情報に基づいて、前記セル情報
を前記移動機から前記通信ネットワークに報告させるステップと、
　ネットワーク装置が、報告された前記セル情報に基づいて、近隣セル情報テーブルを生
成または更新するステップと
を含むセル情報報告方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Automatic Neighbor Relation (ANR)に従って動作する移動機、ネットワー
ク装置、無線通信システム及びセル情報報告方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無線通信ネットワークを構成する装置自体が、ネットワーク構成などの環境に基
づいて自律的に設定を実行することによって、自動的に最適なパラメータなどの設定を実
現する方法が知られている。このような方法によれば、ネットワーク設計などの工数を削
減し得る。
【０００３】
　例えば、3GPPのTS32.511において規定されるAutomatic Neighbor Relation (ANR)では
、RNCなどの通信ネットワーク側において近隣セル情報テーブル（Neighbor Relation Tab
le：NRT）を生成や更新を行うために、ターゲットセルの報知情報（例えば、Primary Scr
ambling CodeやPhysical Cell Identity）を移動機に取得させることが規定されている。
また、移動機は、取得した報知情報に含まれる所定の情報要素を通信ネットワークに報告
する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】3GPP TS 32.511, Technical Specification Group Services and Syste
m Aspects;Telecommunication management;Automatic Neighbor Relation (ANR) managem
ent; Concepts and requirements
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来の近隣セル情報テーブルの生成や更新には、次のような問
題があった。
【０００６】
　すなわち、近隣セル情報テーブルは、マクロセルの報知情報を収集することを考慮して
規定されているため、ユーザが自由に設置できるHome Node Bや Home eNode Bによって形
成される小規模なセルが密集する地域では、移動機が多数の報知情報を検出してしまう恐
れがある。なお、Neighboring Cell ListやBlack Listを用いて所定のセルを報告対象外
とすることは可能だが、予め報告対象となるセルのPrimary Scrambling CodeやPhysical 
Cell Identityなどの情報をネットワーク側で把握しておく必要があるため、このような
情報を予め知り得ないHome Node Bや Home eNode Bには適用が難しい。
【０００７】
　このため、多数の報知情報の取得による移動機の記憶容量の不足や処理負荷の増大によ
って、近隣セル情報テーブルの生成や更新が正しく行われない可能性がある。この結果、
ANRを効果的に機能させることができない問題が生じ得る。
【０００８】
　そこで、本発明は、Home Node Bや Home eNode Bによって形成される小規模なセルが密
集する場合でも、Automatic Neighbor Relation (ANR)を効果的に機能させることができ
る移動機、ネットワーク装置、無線通信システム及びセル情報報告方法の提供を目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の特徴は、近隣セルから受信した報知情報に基づいて前記近隣セルの設定状態を
含むセル情報を通信ネットワーク（通信ネットワーク150）に報告する移動機（移動機300
）であって、前記通信ネットワークへの報告対象となる近隣セルの種別を少なくとも含む
報告対象セル情報に基づいて、前記通信ネットワークに報告する近隣セルを決定し、決定
した前記近隣セルから受信した報知情報に基づいて、前記セル情報を前記通信ネットワー
クに報告することを要旨とする。
【００１０】
　上述した本発明の特徴において、報告対象セル情報は、報告対象となる近隣セルに対応
付けられる報告優先度を含み、前記移動機は、前記報告優先度に基づいて通信ネットワー
クに報告する近隣セルを決定してもよい。
【００１１】
　上述した本発明の特徴において、前記移動機は、前記報告優先度が所定の優先度以上に
規定されている近隣セルのみについて、前記セル情報を前記通信ネットワークに報告して
もよい。
【００１２】
　本発明の特徴は、移動機から報告された前記移動機の近隣セルの設定状態を含むセル情
報を取得し、取得した前記セル情報に基づいて近隣セル情報テーブルを生成または更新す
る通信ネットワークにおいて用いられるネットワーク装置（RNC100）であって、前記移動
機からの報告対象となる近隣セルの種別を少なくとも含む報告対象セル情報を前記移動機
に向けて送信することを要旨とする。
【００１３】
　上述した本発明の特徴において、前記報告対象セル情報は、報告対象となる近隣セルに
対応付けられる報告優先度を含み、前記ネットワーク装置は、前記報告優先度を含む前記
報告対象セル情報を前記移動機に向けて送信してもよい。
【００１４】
　本発明の特徴は、近隣セルから受信した報知情報に基づいて前記近隣セルの設定状態を
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含むセル情報を無線通信ネットワークに報告する移動機と、前記移動機から取得したセル
情報に基づいて近隣セル情報テーブルを生成または更新する通信ネットワークにおいて用
いられるネットワーク装置とを含む無線通信システムであって、前記ネットワーク装置は
、前記通信ネットワークへの報告対象となる近隣セルの種別を少なくとも含む報告対象セ
ル情報を前記移動機に向けて送信し、前記移動機は、前記報告対象セル情報基づいて、前
記通信ネットワークに報告する近隣セルを決定し、決定した前記近隣セルから受信した報
知情報に基づいて、前記セル情報を前記通信ネットワークに報告することを要旨とする。
【００１５】
　本発明の特徴は、移動機の近隣セルから受信した報知情報に基づいて前記近隣セルの設
定状態を含むセル情報を通信ネットワークに報告するセル情報報告方法であって、前記移
動機が、前記通信ネットワークへの報告対象となる近隣セルの種別を少なくとも含む報告
対象セル情報に基づいて、前記通信ネットワークに報告する近隣セルを決定するステップ
と、前記移動機が、決定した前記近隣セルから受信した報知情報に基づいて、前記セル情
報を前記移動機から前記通信ネットワークに報告させるステップと、ネットワーク装置が
、報告された前記セル情報に基づいて、近隣セル情報テーブルを生成または更新するステ
ップとを含むことを要旨とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の特徴によれば、Home Node Bや Home eNode Bによって形成される小規模なセル
が密集する場合でも、Automatic Neighbor Relation (ANR)を効果的に機能させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に係る無線通信システムの全体概略構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係るRNC100の機能ブロック構成図である。
【図３】本発明の実施形態に係る移動機300の機能ブロック構成図である。
【図４】本発明の実施形態に係る無線通信システムの通信シーケンスを示す図である。
【図５】本発明の実施形態に係る報告対象セル情報の一例を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係る近隣セル情報テーブルの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　次に、本発明の実施形態について説明する。なお、以下の図面の記載において、同一ま
たは類似の部分には、同一または類似の符号を付している。ただし、図面は模式的なもの
であり、各寸法の比率などは現実のものとは異なることに留意すべきである。
【００１９】
　したがって、具体的な寸法などは以下の説明を参酌して判断すべきものである。また、
図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれていることは勿論で
ある。
【００２０】
　（１）無線通信システムの全体概略構成
　図１は、本実施形態に係る無線通信システムの全体概略構成図である。図１に示すよう
に、本実施形態に係る無線通信システムは、RNC100、通信ネットワーク150、BTS201～204
及び移動機300によって構成される。本実施形態に係る無線通信システムは、3G（W-CDMA
）方式に準拠している。
【００２１】
　RNC100は、通信ネットワーク150を介して、BTS201～204と通信を実行する。また、RNC1
00は、通信ネットワーク150及びBTS201～204を介して、移動機300と通信を実行する。
【００２２】
　特に、本実施形態では、RNC100は、移動機300から報告された移動機300の近隣セル（セ
ルC1～C4）の設定状態を含むセル情報を取得する。RNC100は、取得したセル情報に基づい
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て、近隣セル情報テーブル500を生成または更新する。本実施形態において、RNC100は、
通信ネットワーク150において用いられるネットワーク装置を構成する。
【００２３】
　BTS201～204は、移動機300と無線通信を実行する。BTS201及びBTS202は、公衆型の基地
局であり、マクロセル（セルC1, C2）を形成する。BTS203は、公衆型の基地局の機能を有
する小型基地局（Home Node B）であり、マクロセルよりも小さいハイブリッドセル（セ
ルC3）を形成する。BTS204は、ユーザが限定される小型基地局（Home Node B）であり、
マクロセルよりも小さいCSG(Closed Subscriber Group)セル（セルC4）を形成する。
【００２４】
　移動機300は、BTS201～204（セルC1～C4）から報知される報知情報を受信することがで
きる。移動機300は、移動機300の位置の近隣セル（セルC1～C4）から受信した報知情報に
基づいて当該近隣セルの設定状態（例えば、Primary Scrambling Code）を含むセル情報
を通信ネットワーク150（具体的には、RNC100）に報告する。
【００２５】
　なお、近隣セルとは、移動機300がBTSから送信される報知情報を受信可能なセルを意味
する。
【００２６】
　（２）無線通信システムの機能ブロック構成
　次に、上述した無線通信システムを構成する装置のうち、主な装置の機能ブロック構成
について説明する。
【００２７】
　図２は、RNC100の機能ブロック構成図である。また、図３は、移動機300の機能ブロッ
ク構成図である。
【００２８】
　（２．１）RNC100
　図２に示すように、RNC100は、測定指示送信部101、測定結果取得部103、NRT保持部１
０５及び報知情報送信部107を備える。
【００２９】
　測定指示送信部101は、移動機300の近隣セルから送信される報知情報を移動機300に測
定させる測定指示（RRC MEASUREMENT CONTROL）を、BTS（例えば、移動機300が在圏して
いるセルC1を形成するBTS201）を介して送信する。
【００３０】
　測定指示送信部101は、当該測定指示に報告対象セル情報を含めることができる。すな
わち、測定指示送信部101は、報告対象セル情報を移動機300に向けて送信する。
【００３１】
　報告対象セル情報410（図５（ａ）参照）は、移動機300からの報告対象となる近隣セル
の種別を含む。また、RNC100は、報告優先度を含む報告対象セル情報420（図５（ｂ）参
照）を移動機300に向けて送信することもできる。
【００３２】
　測定結果取得部103は、移動機300から送信された報知情報の測定結果、具体的には、近
隣セルのセル情報（例えば、Primary Scrambling Code）を取得する。
【００３３】
　NRT保持部１０５は、Automatic Neighbor Relation (ANR)に基づいて生成される近隣セ
ル情報テーブル500（NRT）を保持する（図６参照）。具体的には、NRT保持部１０５は、
測定結果取得部103によって取得された近隣セルのセル情報に基づいて近隣セル情報テー
ブル500を生成または更新する。
【００３４】
　報知情報送信部107は、各種の報知情報を移動機300に向けて送信する。特に、本実施形
態では、報知情報送信部107は、報告対象セル情報を移動機300に向けて送信する。なお、
上述した測定指示に報告対象セル情報が含まれる場合、報知情報送信部107は、必ずしも
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設けられていなくても構わない。
【００３５】
　（２．２）移動機300
　図３に示すように、移動機300は、測定指示取得部301、報告対象セル保持部303、ANR測
定部305、測定結果送信部307及び報知情報取得部309を備える。
【００３６】
　測定指示取得部301は、RNC100から送信された測定指示（RRC MEASUREMENT CONTROL）を
取得する。
【００３７】
　報告対象セル保持部303は、通信ネットワーク150（具体的にはRNC100）にセル情報を報
告すべきセルを保持する。具体的には、報告対象セル保持部303は、報告対象セル情報（
図５（ａ）及び（ｂ）参照）を保持する。
【００３８】
　ANR測定部305は、ANRに従って移動機300の近隣セルから送信される報知情報を測定する
。具体的には、ANR測定部305は、報告対象セル保持部303によって保持されている報告対
象セル情報に基づいて、通信ネットワーク150に報告する近隣セルを決定し、決定した近
隣セルから受信した報知情報を測定する。
【００３９】
　なお、ANR測定部305は、報告対象セル情報に含まれる報告優先度に基づいて通信ネット
ワークに報告する近隣セルを決定することができる。例えば、ANR測定部305は、所定の条
件を満たす場合、報告優先度が所定の優先度（例えば、「高」）以上に規定されている近
隣セルのみについて、当該近隣セルのセル情報を通信ネットワークに報告することができ
る。
【００４０】
　測定結果送信部307は、ANR測定部305によって測定された近隣セルの報知情報に含まれ
る所定の情報要素をセル情報としてRNC100に送信する。つまり、測定結果送信部307は、
決定した近隣セルから受信した報知情報に基づいて、当該近隣セルのセル情報を通信ネッ
トワーク150に報告する。
【００４１】
　報知情報取得部309は、RNC100（報知情報送信部107）から送信された報知情報、具体的
には報告対象セル情報を取得する。報知情報取得部309は、取得した報告対象セル情報を
報告対象セル保持部303に保持させる。なお、上述した測定指示に報告対象セル情報が含
まれる場合、報知情報取得部309は、必ずしも設けられていなくても構わない。
【００４２】
　（３）無線通信システムの動作
　次に、図４を参照して、上述した無線通信システムの動作について説明する。図４は、
本実施形態に係る無線通信システムの通信シーケンスを示す。
【００４３】
　図４に示すように、ステップＳ１０において、RNC100は、移動機300の近隣セルから送
信される報知情報を移動機300に測定させる測定指示（RRC MEASUREMENT CONTROL）を移動
機300に向けて送信する。
【００４４】
　上述したように、測定指示には、報告対象セル情報410または報告対象セル情報420（図
５（ａ）及び（ｂ）参照）を含めることができる。
【００４５】
　報告対象セル情報410の場合、マクロセル（セルC1, C2）のみが報告対象として規定さ
れ、ハイブリッドセル（セルC3）及びCSGセル（セルC4）は、報告の対象とされていない
。
【００４６】
　また、報告対象セル情報420の場合、報告優先度が追加されている。マクロセルの報告
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優先度は「高」であり、ハイブリッドセルの報告優先度は「低」である。このため、ハイ
ブリッドセルについては、所定の条件を満たす場合（例えば、規定された時間帯やRNC100
の処理負荷レベル）、移動機300は、当該近隣セルのセル情報の報告を省略することがで
きる。
【００４７】
　なお、ここでは、RNC100が報告対象セル情報410を送信したものとする。セル種別の指
定は、ハイブリッドセル・CSGセルを特定するCSG IdentityまたはCSG Indicatorを用いる
ことができる。或いは、PLMN-IDの事業者情報やTA/LA/RAなどのエリア識別子を用いても
よい。
【００４８】
　ステップＳ２０において、移動機300は、ANRに従って近隣セルから送信される報知情報
の測定を開始する。
【００４９】
　ステップＳ３０において、移動機300は、取得した報告対象セル情報410に基づいて、ハ
イブリッドセル及びCSGセルを報告非対象に設定する。
【００５０】
　ステップＳ４０において、BTS204は、報知情報（RRC SYSTEM INFORMATION）を送信する
。RRC SYSTEM INFORMATIONには、セルC4に割り当てられているCSG indicatorやCSG ID、C
ell identityなどの情報要素が含まれている。
【００５１】
　ステップＳ５０～Ｓ７０において、BTS201～BTS203は、報知情報（RRC SYSTEM INFORMA
TION）を送信する。
【００５２】
　ステップＳ８０において、移動機300は、BTS201からBTS204から受信した報知情報のう
ち、マクロセル（セルC1, C2）のANR測定結果、具体的にはBTS201及びBTS202から受信し
た報知情報に含まれる情報要素をセル情報としてRNC100に送信する。具体的には、移動機
300は、当該情報要素をRRC MEASUREMENT REPORTに含めてRNC100に送信する。
【００５３】
　ステップＳ９０において、RNC100は、移動機300から報告されたマクロセル（セルC1, C
2）の情報を近隣セル情報テーブル500に登録する。
【００５４】
　図６に示すように、近隣セル情報テーブル500には、マクロセル（セルC1, C2）の情報
（Primary Scrambling Codeなど）のみが登録され、ハイブリッドセル及びCSGセルの情報
は何ら登録されない。なお、近隣セル情報テーブル500には、Primary Scrambling Code以
外の情報が含まれてもよい。
【００５５】
　（４）作用・効果
　本実施形態に係る無線通信システムによれば、移動機300は、通信ネットワーク150（RN
C100）への報告対象となる近隣セルの種別を少なくとも含む報告対象セル情報に基づいて
、通信ネットワーク150に報告する近隣セルを決定する。さらに、移動機300は、決定した
近隣セルから受信した報知情報に基づいて、当該近隣セルのセル情報を通信ネットワーク
150に報告する。
【００５６】
　このため、報告対象とするセルを自由に規定することが可能となる。すなわち、Home N
ode Bや Home eNode Bによって形成される小規模なセルが密集する場合でも、報告対象の
セルを自由に制限できるため、Automatic Neighbor Relation (ANR)を効果的に機能させ
ることができる。
【００５７】
　この結果、移動機300による冗長な測定や報告が抑制されるため、移動機300のバッテリ
ー消費量の低減、及び通信ネットワーク150（RNC100）におけるANR関連の処理負荷の低減
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【００５８】
　また、本実施形態では、報告対象セル情報に報告優先度を含むことができるため、通信
ネットワーク150における処理負荷などの条件などに応じて、さらに細かく報告対象のセ
ルを規定することができる。
【００５９】
　（５）その他の実施形態
　上述したように、本発明の一実施形態を通じて本発明の内容を開示したが、この開示の
一部をなす論述及び図面は、本発明を限定するものであると理解すべきではない。この開
示から当業者には様々な代替実施の形態が明らかとなろう。
【００６０】
　例えば、上述した本発明の実施形態では、3G（W-CDMA）方式に準拠した無線通信システ
ムを例として説明したが、本発明は、LTEなどの他の方式にも勿論適用することができる
。LTEの場合、何れかのeNode BがRNC100の機能を備えればよい。
【００６１】
　このように、本発明は、ここでは記載していない様々な実施の形態などを含むことは勿
論である。したがって、本発明の技術的範囲は、上述の説明から妥当な特許請求の範囲に
係る発明特定事項によってのみ定められるものである。
【符号の説明】
【００６２】
　100…RNC
　101…測定指示送信部
　103…測定結果取得部
　１０５…NRT保持部
　107…報知情報送信部
　150…通信ネットワーク
　201～204…BTS
　300…移動機
　301…測定指示取得部
　303…報告対象セル保持部
　305…ANR測定部
　307…測定結果送信部
　309…報知情報取得部
　410, 420…報告対象セル情報
　500…近隣セル情報テーブル
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